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環境教育と人材育成

本学では、科学ɾٕज़のྗでੈքにݙߩするため、学生が自ら進んで学ͼ、஁࿉するlࢤzをҭみ、୎ӽしたઐ門性にՃ
えてリーダーγップをඋえた理工ܥ人ࡐをཆ成することを目的として、ڭҭを行っています。クΥーλー੍、科目ナン
όリング੍度などもಋೖされており、学生が自らの興味ɾ関心にͮجいて、޿いࢹ໺の中で၆ᛌ的にかつମܥ的に学Ϳ
ことを重ࢹするڭҭを実現しています。新しいڭҭγスςϜの中では、高いྙ理観をҭむ環境関࿈のカリキュラϜも重
。されていますࢹ

以下は、学࢜՝ఔおよͼ大学Ӄ՝ఔにおいて開講している環境関࿈の主なत業科目とड講者਺（2021年度）です。

ʲֶ࢜՝ఔͷؔڥ؀࿈तۀՊ໨ 　r　　˞（ɹ）科目਺およͼड講者਺

1年࣍ 現ࡏの地球環境問題を֓観し、॥環型ࣾ会ɾ持ଓՄೳなࣾ会ܗ成を೦಄におき、安全にରするҙࣝ޲上と環境ྙ
理観を਎につけるためのत業が開講されています。100൪୆（1科目：�95人）

2ʙ4年࣍ ：でのઐ門にԠじたカリキュラϜが開講されています。200൪୆（5科目：250人）、300൪୆（17科目ܥ֤
79�人）˞一部の科目は英語で開講されています。

ʲେֶӃ՝ఔͷؔڥ؀࿈तۀՊ໨ 　r　　˞（ɹ）科目਺およͼड講者਺

֤コースでのઐ門にԠじたカリキュラϜが開講されています。400൪୆（32科目：1
11�人）、500൪୆（12科目：
25�人）、�00൪୆（1科目：7人）、デΟγプリンのコースのଞにも、ΤネルΪーコース、Τンジニアリングデβインコー
ス、ライϑΤンジニアリングコース、原֩ࢠ工学コース、஌ೳ৘報コース、都ࢢɾ環境学コースなど、෼໺ԣஅ型の
大学Ӄ՝ఔとして、਺ଟくの環境関࿈カリキュラϜを開講しています。大学Ӄ՝ఔでは、講ٛ（すべてのઐ門科目）
が英語で開講され、ཹ学生の環境ڭҭにもରԠするカリキュラϜとなっています。

科目ナンόリング੍度： त業科目の学問෼໺や難қ度、त業科目の関࿈ɾॱং౳を明ࣔし、ڭҭ՝ఔのମܥ性をわかりやすくするために、すべての科目に「科
目コーυ」を෇けており、この࢓組みをナンόリングといいます。

ナンόリング：httpT���aEmiTTionT.titech.ac.jp�Tchool�GeatuSeT�eEucation@SeGoSm.html
ܥ ɾ コ ー ス：httpT���aEmiTTionT.titech.ac.jp�Tchool�

ʲ஍ڥ؀ٿͱΤωϧΪʔγεςϜʳେֶӃ՝ఔ։ߨՊ໨ɿֶ޻֩ࢠݪίʔε
物࣭理工学ӃɹԠ༻化学ܥɹ准教授　原田 琢也

l地球温暖化zというਂࠁなީؾ変動のػةに௚面し、ੈք֤国においてその進行を食いࢭめるためのさま͟まな行動が
開࢝されています。この地球温暖化は、18ੈلの࢈業ֵ命以߱の人ҝ的活動、言い׵えれば、その人ҝ的活動に൐うΤ
ネルΪーফඅの݁Ռ、大ؾ中へ์出され、஝ੵされてきた$0⒪を୅表とする温ࣨޮՌガスのೱ度上ঢにىҼするもので
あることが、*1$$（*nteSHoWeSnmental 1anel on $limate $hanHe：国࿈ީؾ変動に関する੓෎間パネル）のධՁな
どから明らかとされつつあります。

本学の原֩ࢠ工学コースが開講する大学Ӄ科目「地球環境とΤネルΪーγスςϜ」（/$-.0513）では、このਂく૬関した
地球環境とΤネルΪーの問題について、ΤネルΪーڅڙ、変׵、ར༻プロηス、さらにはΤネルΪー੓ࡦの観点からそのఆྔ
的かつ実ફ的な学मを行っています（ਤ1）。私たち人ྨは、ిؾ、೤、そして運動（༌ૹ）とさま͟まなܗでΤネルΪーをফ
අしています。そしてそのΤネルΪーを、特にカーボンを一つのΤネルΪーキャリアとしてݹ୅のଠཅΤネルΪーが変׵ஷଂ
されたl化石೩ྉz、原֩ࢠの変׵や֩൓Ԡによって生み出されるl原ྗࢠz、そしてଠཅ光、෩ྗ、ਫྗといったl自然ΤネルΪーz
をݯにして生み出しています。কདྷの持ଓՄೳな新しいΤネルΪーγスςϜを֬立するためには、これらのさま͟まなΤネル
Ϊーݯをいかにར༻していくか、それͧれのΤネルΪーݯの特௃とྔ、
そしてそれが༩える影響をしっかりとఆྔ的に෼ੳしてγスςϜの࠶
ஙを行っていくことがෆՄܽです。そしてその運༻にඞ要な新しいߏ
࣍、ྉɾ新しいٕज़を開発していくඞ要があります。本講ٛを通じࡐ
ੈ୅を୲う学生が、কདྷのٕज़者、科学者、もしくは੓ࡦのܾఆ者と
して、この重要な役ׂをे෼にՌたすことができるよう、そのج൫と
なる学ज़஌見と行動ྗをしっかりとमཆすることを目ඪにしています。
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３－１　環境関連カリキュラムの充実

図1　地球環境とエネルギーの相関と本講義の学習内容



11

第
３
章

環境教育と人材育成

ʲΤωϧΪʔɾ৘ใ୎ӽڭҭ՝ఔʳ
ΤネルΪーɾ৘報୎ӽڭҭӃ௕ʗ物࣭理工学ӃɹԠ༻化学ܥɹ教授　伊原 学

（*nGo4yEnergyڀݚʗڭҭコンιーγアϜɹ୅表）

ΤネルΪーɾ৘報୎ӽڭҭӃは、ΤネルΪーをビッグデーλの"*ղੳなどによってݡくར༻し、ΤネルΪーコストや
$0⒪ഉ出などのΤネルΪーར༻の੍໿からղ์された人間中心の持ଓՄೳなΤネルΪーࣾ会への変ֵを目指しています。
そのため「ΤネルΪーɾ৘報୎ӽڭҭ՝ఔ」をԁ׈に実ࢪし、
もってΤネルΪーのଟݩ的学理をۃめ、ビッグデーλαイΤ
ンスおよͼࣾ会ߏ૝ྗにより、新しいΤネルΪーࣾ会を変
ֵɾデβインする「マルチスコープɾΤネルΪー୎ӽ人ࡐ」
をཆ成することを目的としています。学Ӄԣஅ的にબൈされ
たΤネルΪーʗ৘報関࿈の学生は、特৭あるڭҭプログラϜ
をमത一؏でཤमするだけでなく、࢈学࿈携ڀݚにもࢀ画
し、ॆ実したࡁܦ的ࢧԉをडけることができます。
「マルチスコープɾΤネルΪー୎ӽ人ࡐ」のཆ成は、Τネ

ルΪーʗ৘報科学関࿈のا業、公的ػ関、海֎トップ大学と
本学ڭһでߏ成される「*nGo4yEnergyڀݚʗڭҭコンιー
γアϜ」の活動の一؏であり、「ڀݚ」と「ڭҭ」との࿈動（ਤ
に高めてڞҭ成の࣭をࡐと人ڀݚ学࿈携࢈র）によってࢀ1
いくことを目指しています。

本ߍにおける環境ڭҭは、ઐ門ڭ科「工業」を通じて、科学的なࢹ点で環境をଊえる࢟੎のҭ成を目指しています。
2021年度の主な取り組みは以下のとおりです。
̍ɽʮάϩʔόϧࣾձͱٕज़ʯͷதͰͷऔΓ૊Έ

ୈ1学年޲けの本ߍ学ߍઃఆ科目「グローόルࣾ会とٕज़」の中で、「環境と人間」と題してत業を行いました。ϖッ
トボトルや地球のΤネルΪーऩࢧ౳のࢹ点からߟえる環境を題ࡐに学शしました。
̎ɽʮ՝୊ڀݚʯͰͷऔΓ૊Έ

ୈ3学年޲けの科目「՝題ڀݚ」にて取り組んだ、環境やΤネルΪーに関するςーマの一部を঺հします。
ɾటి஑の作成と性ೳධՁ（Ԡ༻化学෼໺）ɹɾഇプラスチックの೤෼ղおよͼ೤෼ղ生成物の෼ੳ（Ԡ༻化学෼໺）
ɾໟ൅༝དྷのέラチンを༻いたプラスチックの合成（Ԡ༻化学෼໺）ɹɾચࡎのਫ࣭Ԛ୙ෛՙに関する࡯ߟ（Ԡ༻化学෼໺）
ɾϑーυロスݮ࡟γスςϜのڀݚʙྫྷଂݿ಺の自動ࡱ影ɾ管理૷ஔの੡作ʙ（ిࢠిؾ෼໺）
̏ɽ ڥ؀লओ࠵ʮ͙͙ΔϓϩδΣΫτ　ϥδΤʔγϣϯΧϨοδηϛφʔʯΛ։࠵

2021年10月に、環境লの「͙͙るプロジェクトɹラジΤーγϣンカレッジηミナー」
を本ߍで開催しました。これは、環境লが์ࣹઢの݈߁影響に関する৘報発৴をల開して
いるプロジェクトであり、高ߍ生をର৅に、「৘報の৴པ性をߟえる」、「खज़におけるςク
ϊロジー」をςーマとし、์ࣹઢに関する৘報をಡみղくྗと෩ධにまどわされない൑அ
ྗを਎につけること、また、生ెが現ࡏ学んでいる科学ٕज़がҩྍ現場でどのように࢖わ
れているのかを஌ることによって、さらに科学ٕज़に興味ɾ関心を持ってもらうことを目
的とした講演をおこなってもらいました。講演は૒ํ޲の環境で行われ、WeCπールを
った࣭ٙԠ౴ではଟくの࣭問が出ました。講演ऴྃ後も残って೤心に࣭問している生ె࢖
もおり、高ߍ生にとってඇৗに༗ҙٛな時間となりました。

３－２　附属科学技術高等学校における環境教育

図1　�エネルギー・情報卓越教育課程の概要とInfoSyEnergyからの�
支援連携体制

「ぐぐるプロジェクト」の紹介

講演「情報の信頼性を考える」
（2021年10月26日）

附属科学技術高等学校HP：https://www.g.hst.titech.ac.jp/

ʲߟࢀ：環境白書ʳhttpT���XXX.enW.Ho.jp�policy�hakuTyo�S04�inEeY.html




